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昨年度の実績

部門運用資産残高と収益の推移 公募投信資金流出入（除くETF）

 金融危機からの緩やかな回復
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Go Back to Basics

 αにこだわる

提案力の向上にこだわる
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グローバルな視点にこだわる



新体制

顧客セグメントに基づくビジネス本部構成

 ビジネスラインを明確化し、それぞれの分野で専門性の高いサービスを提供

 優れた運用パフォーマンスの提供 ： 最高運用責任者（CIO）に加え、アセットクラスCIOの設置

 両クライアント本部と運用調査本部が協働し、運命共同体としてビジネスを推進

＜旧体制＞ ＜新体制＞
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アセット・マネジメント部門の目指す姿

日本とアジアに高い競争力をもち、

最良の運用、プロダクト、サービスを提供する

ワ ルドクラスの運用会社となるワールドクラスの運用会社となる

日本とアジアへ投資する自社運用プロダクトをグローバルに提供

日本とアジア地域の投信市場、機関投資家へ幅広い運用プロダクトを提供
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国内公募投信シェア(2010年3月末）1,2 日本の個人金融資産(2009年12月末）

国内資産運用ビジネスの現状
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銀行窓販における当社シェア1,2

1. 投資信託協会資料から野村アセットマネジメント作成 出所: 日本銀行
2. 野村アセットマネジメント単体の残高
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世界の運用プロダクトを国内の投資家に提供

個人投資家

野村アセット
マネジメント

投資ニーズに応える多様な商品

NFR&T
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日本とアジアで高い競争力をもつ

1990年 2000年 2009年

 欧州・中東・アフリカ： 27.2%  33.4%  30.0%

 米州 ： 37 1% 51 4% 49 2%

株式時価総額の地域別比率の推移
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 米州 ： 37.1%  51.4%  49.2%

 日本以外のアジア ： 5.7%    5.0%  12.3%

 日本 ： 30.1%  10.1%    8.4%

 日本＋アジア ： 35.8%  15.1%  20.7%

出所 : 野村総合研究所資料より野村アセットマネジメント作成
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昨年度以降の主な受賞履歴

■Asian Investors Investment Performance Awards 2009
・Japan ETF
・Japan Onshore Fund House
・ Hong Kong Equity

■Global Pensions Award 2009
・Specialist Equities Manager of the Year

■モーニングスター“ファンド オブ ザ イヤー 2009”
国内ハイブリッド型・国際ハイブリッド 型部門 ～最優秀ファンド賞～

・野村世界6資産分散投信（分配コース）

国内ハイブリッド型・国際ハイブリッド型部門 ～優秀ファンド賞～

・世界三資産バランスファンド(毎月分配型)(愛称:セッション)

■リ パ フ ンド アワ ド ジ パン2010

国内 海外
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■European Pensions Awards 2009
・Emerging Markets Manager of the Year

■Mercer MPA (Japan) Award 2009
・Foreign Bond Active – 6 Consecutive Years

■Pension & Investment Provider Awards 2010
・Active Asia-Pacific equity

■リッパー・ファンド・アワード・ジャパン2010
最優秀ファンド(評価期間：3年)
・米国NASDAQ オープンA コース

・野村ピクテ・プレミアム・ブランド・ファンド A コース

・ワールド・ウォーター・ファンド A コース

最優秀ファンド(評価期間：5年)
・業種別インデックス・セレクト・ファンド(Ｇコース(鉄鋼・造船・金属))
・業種別インデックス・セレクト・ファンド(Ｋコース(商社))

最優秀ファンド(評価期間：10年)
・業種別インデックス・セレクト・ファンド(Ｇコース(鉄鋼・造船・金属))

■NIKKEI NET QUICK投信実力ランキング2009
・マイストーリー分配型（年6回）追加型投信 資産分散部門1位



Nomura
Partners
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北米
機関投資家

欧州
機関投資家

自社運用プロダクトをグローバルに提供

日本株アクティブ

アジア株アクティブ

ポータブルα

RAFI
（日本株、外国株）

グ バ 債券
Partners
Funds
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Mutual Fund

アジア
機関投資家

イスラミック
商品

グローバル債券

ハイ・イールド商品
（NCRAM）
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